
1)小坂古墳群は、1号墳～１４号墳まであり、
円墳が10基と方墳が4基である。
2)大きいのは1号墳で、東西23メートル、
南北25メートル、高さ4メールの円墳である。
3)築造年代は、5世紀前葉頃と推定される。
(古墳時代は、3世紀中頃～7世紀)

4)１号墳の上に、鎌倉時代前期（13世紀前半）
の経塚があり、珠洲焼のかめに青銅製の経筒
2本が入っていた。(次ページ参照)

===1号墳について===

1)墳丘の上に穴を掘って、その中に木で作った
お棺を直接安置する木棺直葬(もっかんじき
そう)である。

2)木棺の形は、割竹形系あるいは舟形系である。
3)木棺は二基30ｃｍ間隔をおいて並列に並べられ、二人の豪族が葬られていた。
4)副葬品は、一号棺からのみで、人体埋葬部分に赤色顔料の薄い層が発見され、
右脇に切先を足元に向けた鉄剣と鉄鏃(てつぞく)が一列に置かれていた。
5)また、左腰あたりに石製紡錘車1個が置かれていた。(次ページ参照)
6)埴輪(はにわ)は確認されず。その他は、以下の鉄製品であった。

小坂古墳群について

<小坂公民館 遺跡クラブ研修> 令和3年7月14日(水)

小坂古墳群からの出土品見学と
北陸最古の寺院跡をめぐる！

【行 程】
小坂公民館⇒⇒⇒⇒⇒野々市市ふるさと歴史館⇒⇒⇒⇒⇒末松廃寺跡(国指定史跡) ⇒⇒ 

⇒⇒⇒⇒ <昼食・加賀料理加能> ⇒⇒⇒⇒⇒県埋蔵文化財センター(土偶づくり) ⇒⇒⇒⇒ 
⇒⇒⇒⇒⇒県立歴史博物館⇒⇒⇒⇒⇒⇒小坂公民館
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=== 紡錘車形石製品（ぼうすいしゃがたせきせいひん）===

1)古墳時代4世紀頃に造られたもので、大きさは
直径5.6cm、高1.2cmである。

2)紡錘車は、糸に撚りをかけるときの“はずみ車”で
古墳から出土する紡錘車の多くは実用品ではなく、
緑色の石(碧玉 へきぎょく)で作られた副葬品である。
3)この石製品はイモガイなどの貝製の装飾具をまねて
作られ、儀式を行うときの装飾に用いられている。

=== 経塚と経筒・合子(ごうす)===

1)経塚は、鎌倉時代前期に、当時“小坂庄”
と呼ばれていたこの辺り一帯の権力者が築
いたと思われる。

2)経塚の中から珠洲焼のかめが見つかり、か
めの上には、すり鉢を逆さまにかぶせて蓋
としていた。(平安時代12世紀)

3)その中に、青銅製の茶筒形で蓋付の経筒
2個が収められていた。(鎌倉時代)

4)2個の経筒の中には、経典は形が無くなって
いたが、それぞれに経軸が残っていた。

5)副葬品として、鉄製の刀子と鎌、直径
3.85cmの青白磁の合子が出土した。
(合子は、身と蓋がきっちりとかみ合った
お椀型の容器のことで、中国福建省辺りで
作られたものと考えられる。)

6)最古の経塚は、平安後期(1007)、藤原道長
が吉野の金峰山(きんぷせん)に参拝して自
ら書き写した法華経などの経巻を土中に埋
めたもの。(国宝・京都国立博物館所蔵)

1)末松廃寺⇒７世紀後半に辰口町の湯屋窯から供給されていた。
2)広坂廃寺⇒8世紀前半に森本の観法寺窯から供給され、本格的な瓦葺き寺院の存

在を裏付ける多量の軒丸瓦や軒平瓦が出土されている。これは、当時
の奈良や京の都から出土した屋根瓦と類例のあるものである。

末松廃寺と広坂廃寺の瓦について
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1939年(昭和14年)県内初
の国史跡に指定を受けた。

1961年(昭和36年)国内で
2例目の銀銭の和同開珎が
採取された。

撮影日 2021-07-06

末松廃寺 (1/3)



末松廃寺 (2/3)



末松廃寺 (3/3)
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